










研究目的

スクリーニングの導入に際しては,その臨床的効果と経済的効率の評価が前提となる。し

かしながら,わが国においては,こうした評価が系統的に行われないまま,全国的にスクリ

ーニングが導入されてきた歴史的経過があり,現在においても,実施されているスクリーニ

ングの根拠は必ずしも確立していないのが現状である。しかも,スクリーニングの評価は,

全国的に普及した場合,極めて困難な課題となる。

そこで今回は,わが国で今後実施が期待される新生児および妊婦のスクリーニング・プロ

グラム(ウィルソン病,胆道閉鎖症,ムコ多糖症,妊婦不規則抗体)について,新たなスクリー

ニングを導入する際の,具体的な評価枠組みを設定するとともに,それに基づいて評価を予

測的に行い,医療政策の意思決定の基礎的な条件を検討したいと考えた。

今年度は,上記の課題の内,評価枠組みの設定とそれに付随する問題点の検討,および既存

情報に基づくスクリーニング有効性の評価を実施した。

次年度は,この成果を基礎として,有効性が示唆された個別のスクリーニング・プログラム

について,予測的な経済的評価を実施する。さらに,併せて新規のプログラムを導入する上

での問題点を総合的に評価する。


